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宮城県原爆被害者の会 

唯一の戦争被爆国としての核兵器廃絶の役割を 
 

郡和子仙台市長も賛同！！ 
2 月 5 日（月）、郡和子仙台市長に連絡会宮城として署名要請を

行い、宮城県原爆被害者の会（はぎの会）の木村緋紗子事務局長

が被爆体験を伝えるとともに署名への協力をお願いしました。 
郡市長からは「仙台にも被爆 2 世・3 世も含め多くの被爆者が

いらっしゃる。国連や海外でも被爆者の方が体験談を話されてい

ることが、核廃絶運動の大きな力になっている。お体が大変な中、

頭が下がる思いでいる。トランプ大統領が『小さな核兵器』につ

いて言及していることへの怒りの思いは共有して、核廃絶は人類

の目指すべき姿なので、署名をしっかり国連に届けてほしい」と

話され、署名に賛同をいただきました。 
 
国際的世論も高まっている中、核保有国と日本をはじめとする

同盟国が、この核兵器禁止条約を批准するかどうかは、今年の大

きな課題です。多くの署名で後押しをしていくことが大事です。 
宮城県の自治体市町村長への署名賛同要請訪問では、35 市町村

のうち 32 市町村長から署名に賛同いただいています。 
全国の署名賛同自治体数は、1,015 市町村長（20 の県知事を含

む）になります（2018 年 1 月 8 日現在）。 

 

 

  

 

 

 

 

ヒバクシャ国際署名はどこに

届くの？ 

平均年齢 80 歳を超えたヒロシ

マ・ナガサキの被爆者が、世界

の人々に署名を呼びかけてい

ます。世界中の人々の「核兵器

はいらない」の声を、国連総会

に 2020 年まで毎年署名を届け

ます。世界では億単位、宮城県

は 100万筆を目指しています。 

 

 

宮城県原爆被害者の会 

広島・長崎で原爆の被害を受け

た被害者の生存者によって都

道府県ごとに結成されていま

す。宮城県は宮城県原爆被害者

の会「はぎの会」があり被爆者

は 129人です。追悼平和式典や

原爆被害の写真展、ニュースの

発行、語り部など活動していま

す。 

 

 

署名が世界を変える 

昨年 7 月に、国連では核兵器の

使用を禁止する条約が採択され

ました。核保有国と日本など同

盟国が、この条約の批准に向け

て引き寄せることができるか

は、世界的な圧倒的世論を示す

ことができる、このヒバクシャ

国際署名です。 

 
賛同署名を手にする郡市長と、「はぎの会」「連絡会宮城」のメンバー 



 
[ヒバクシャ国際署名連絡会宮城] 

 

これからの活動 

 「連絡会宮城」発足 1周年記念講演会 
2018年 3月 10日（土）10:00～12:00 
講師/日本被団協代表委員 田中煕己さん 

 街頭署名活動 
2018年 3月 26日（月）12:00～13：00 
平和ビル前において  

 
 次回の国連提出の締切り  

2018年 9月まで 

 
 

ヒバクシャ国際署名連絡会宮城 

発足１周年記念 講演会のお知らせ  
 
日時 2018年 3月 10日（土）10：00～12：00  会場 仙台市福祉プラザ 11階・第 1研修室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

≪ヒバクシャ国際署名連絡会宮城≫ 

代表：宮城県原爆被害者の会「はぎの会」事務局 

連絡先／木村方 TEL：022-243-2158  

≪ヒバクシャ国際署名連絡会宮城≫ 

  署名数（2017年 11月現在） 

78,666 筆 
ヒバクシャ国際署名連絡会宮城の署名活動に 

参加する団体は32、個人は57となりました。 

 


